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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第１四半期連結
累計期間

第59期
第１四半期連結

累計期間
第58期

会計期間

自平成26年
 ４月１日
至平成26年
 ６月30日

自平成27年
 ４月１日
至平成27年
 ６月30日

自平成26年
 ４月１日
至平成27年
 ３月31日

売上高 （千円） 1,716,363 1,837,270 8,029,457

経常損益 （千円） △139,222 △73,015 364,777

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損益
（千円） △105,721 △75,677 216,846

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △94,191 △54,710 268,315

純資産額 （千円） 3,546,699 3,784,180 3,908,793

総資産額 （千円） 8,514,944 8,992,960 9,173,570

１株当たり四半期（当期）純損益

金額
（円） △21.17 △15.16 43.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 41.7 42.1 42.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純損益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策等の効果により企業収益や雇用環境が改善しており

緩やかな回復基調が続いております。しかしながら、円安による輸入原材料や商品価格の上昇があり不安定要素も

続いている状況であります。

当社グループが関連する工事用保安用品業界におきましては、防災、インフラ老朽化対策等の公共工事や好調な

企業収益を背景とした民間投資が底堅く推移いたしました。一方、人手不足や労務費の上昇、建設資材等の高騰に

よる入札不調、着工遅延等が続いており先行き不透明な状況であります。

この様な状況下、営業体制と提案型営業の強化、商品仕入の効率化や商品開発の推進、経費の抑制に努めてまい

りました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高1,837百万円（前年同期比7.0％増）、営業損失69百

万円（前年同期は118百万円の損失）、経常損失73百万円（前年同期は139百万円の損失）、親会社株主に帰属する

四半期純損失75百万円（前年同期は105百万円の損失）となりました。

 　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（東日本エリア）

当第１四半期連結累計期間において、東日本エリアの売上高は1,088百万円（前年同期比15.4％増）、営業

利益は74百万円（前年同期比391.8％増）となりました。営業の状況としては、入札不調や工事着工遅れが少

しずつ解消し始め前年より市場が活発に動いたことにより、売上高、営業利益ともに前年を上回りました。

（西日本エリア）

当第１四半期連結累計期間において、西日本エリアの売上高は748百万円（前年同期比3.1％減）、営業利益

は13百万円（前年同期比54.6％減）となりました。営業の状況としては、公共工事は地域で差はありますが前

年並に推移しております。しかし当社が主としている道路工事は減少傾向でありました。利益面ではレンタル

投入が増加したこともあり減少いたしました。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較して180百万円減少し8,992百万円となりま

した。この主な要因は、受取手形及び売掛金の減少238百万円、商品及び製品の増加26百万円、原材料の増加22百

万円、建物及び構築物の増加126百万円、建設仮勘定の減少67百万円、リース資産の減少36百万円によるものであ

ります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して55百万円減少し5,208百万円となりま

した。この主な要因は、支払手形及び買掛金の減少39百万円、未払法人税等の減少16百万円、リース債務の減少41

百万円、借入金の増加58百万円であります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産の部は、前連結会計年度末と比較して124百万円減少し3,784百万円となり

ました。この主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失75百万円、配当金の支払69百万円であります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の総額は、197千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,800,000

計 16,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,000,000 5,000,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数1,000株

計 5,000,000 5,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 5,000,000 － 886,000 － 968,090

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    6,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,984,000 4,984 －

単元未満株式 普通株式   10,000 － －

発行済株式総数 5,000,000 － －

総株主の議決権 － 4,984 －

　（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が978株含まれております。

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

セフテック㈱
東京都文京区本郷

5-25-14
6,000 － 6,000 0.12

計 － 6,000 － 6,000 0.12

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,391,160 2,451,783

受取手形及び売掛金 2,280,365 2,042,319

商品及び製品 857,104 883,175

原材料 191,545 214,075

繰延税金資産 44,311 75,906

その他 145,161 38,321

貸倒引当金 △9,200 △8,300

流動資産合計 5,900,448 5,697,283

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 675,114 801,165

レンタル資産（純額） 212,341 192,033

土地 1,573,326 1,573,326

リース資産（純額） 274,944 238,129

建設仮勘定 67,000 －

その他（純額） 20,511 19,053

有形固定資産合計 2,823,238 2,823,708

無形固定資産 16,488 18,406

投資その他の資産   

投資有価証券 301,069 332,011

繰延税金資産 17,042 7,001

その他 129,431 124,051

貸倒引当金 △14,148 △9,501

投資その他の資産合計 433,394 453,562

固定資産合計 3,273,122 3,295,677

資産合計 9,173,570 8,992,960
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 948,527 908,710

短期借入金 1,601,000 1,685,000

1年内返済予定の長期借入金 602,600 602,600

リース債務 132,388 115,764

未払法人税等 30,781 14,363

賞与引当金 69,348 45,682

その他 238,841 245,995

流動負債合計 3,623,487 3,618,116

固定負債   

長期借入金 1,253,900 1,228,250

リース債務 150,958 125,635

長期未払金 65,600 65,600

再評価に係る繰延税金負債 100,565 100,316

退職給付に係る負債 68,247 69,125

その他 2,019 1,735

固定負債合計 1,641,289 1,590,663

負債合計 5,264,777 5,208,779

純資産の部   

株主資本   

資本金 886,000 886,000

資本剰余金 968,090 968,090

利益剰余金 3,225,096 3,079,516

自己株式 △1,969 △1,969

株主資本合計 5,077,217 4,931,637

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 89,614 110,333

土地再評価差額金 △1,258,038 △1,257,789

その他の包括利益累計額合計 △1,168,423 △1,147,456

純資産合計 3,908,793 3,784,180

負債純資産合計 9,173,570 8,992,960
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 1,716,363 1,837,270

売上原価 991,472 1,050,664

売上総利益 724,891 786,605

販売費及び一般管理費 842,954 856,025

営業損失（△） △118,063 △69,419

営業外収益   

受取利息 783 759

受取配当金 2,058 2,107

その他 2,165 3,268

営業外収益合計 5,006 6,135

営業外費用   

支払利息 9,876 8,794

投資有価証券評価損 14,491 27

その他 1,798 909

営業外費用合計 26,165 9,731

経常損失（△） △139,222 △73,015

特別損失   

固定資産除却損 － 23,644

特別損失合計 － 23,644

税金等調整前四半期純損失（△） △139,222 △96,660

法人税、住民税及び事業税 7,993 10,821

法人税等調整額 △41,495 △31,804

法人税等合計 △33,501 △20,982

四半期純損失（△） △105,721 △75,677

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △105,721 △75,677
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純損失（△） △105,721 △75,677

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 11,529 20,718

土地再評価差額金 － 248

その他の包括利益合計 11,529 20,967

四半期包括利益 △94,191 △54,710

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △94,191 △54,710

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを

行っております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 100,794千円 91,343千円

 

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 69,917 14  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日　至 平成27年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 69,902 14  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 東日本エリア 西日本エリア 計

売上高      

外部顧客への売上高 943,606 772,757 1,716,363 － 1,716,363

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,690 2,967 4,658 △4,658 －

計 945,297 775,724 1,721,022 △4,658 1,716,363

セグメント利益又は損

失（△）
15,102 29,863 44,965 △163,029 △118,063

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△163,029千円は、全社費用のうち配賦の困難な費用であります。

　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日　至 平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 東日本エリア 西日本エリア 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,088,649 748,620 1,837,270 － 1,837,270

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,112 2,664 4,776 △4,776 －

計 1,090,761 751,285 1,842,046 △4,776 1,837,270

セグメント利益又は損

失（△）
74,275 13,548 87,823 △157,243 △69,419

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△157,243千円は、全社費用のうち配賦の困難な費用であります。

　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

EDINET提出書類

セフテック株式会社(E03251)

四半期報告書

13/16



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △21円17銭 △15円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△105,721 △75,677

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（千円）
△105,721 △75,677

普通株式の期中平均株式数（株） 4,994,089 4,993,022

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月７日

セフテック株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　崎　一　彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 唯　根　欣　三　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセフテック株式
会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平
成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セフテック株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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